
リハビリテーション技術科技師長 岩渕 祐寿

日頃より二戸圏域地域リハビリテーション広域支援センター事業にご理解ご協力を頂き誠にありがとう

ございます。

令和 6年 12月 2日、盛岡北部地域リハビリテーション広域支援センター東八幡平病院の地域リハビリ

推進室長で岩手県作業療法士協会会長の藤原瀬津雄先生を講師に「地元リハ職による市町村事業参画促

進」をテーマに、介護予防事業の効果や課題、盛岡北部地域における実践やリハ職と市町村との連携の為

の工夫等、介護予防の最新のトピックスも交え講演頂きました。研修会には様々な職場の様々な職種３０名

に参加頂き、講演後には「つながるための意見交換会」と題しグループワークを開催。参加者同士の相互理

解と交流を深める機会となりました。

二戸病院は地域リハビリテーション広域支援センターとして圏域市町村の介護予防事業に参画し始めた

ばかりです。病院の基本理念である「地域に愛され、地域と共に」を胸に、今回講演頂いた先進的な地域の

実践を参考に、各市町村と連携しご意見を頂きながら今後も活動していきたいと思います。

連携室だより
－地域に愛され、地域と共に－
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医療相談(MSW)、退院支援

患者紹介、入院支援

～連携室よりお知らせ～

◎ ”リカバリー入院”および”レスパイト入院”のご案内

別途リーフレットのとおり、ご相談を受け付けておりますので、

医療相談室までお気軽にお問い合わせ下さい！

なお、患者本人が新型コロナウイルスに感染されている場合には、

病床の都合等によりお待ち頂く場合がございますので、

ご理解の程よろしくお願いします。

◎ 退院時カンファレンスについて

当院では退院前にカンファレンスを行う場合があります。

算定上、介護支援専門員や相談支援専門員の方の出席をお願い

することがありますので、ご協力いただけますと幸いです。

３ １４５６ ２

※ ２カ所で活動してます！(ご連絡の際は部門名までお願いします)
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